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岡田佑里奈「RAW」
2022 年７月１日（金）- ７月31日（日）
11：00 - 19：00 （水 - 土）、12：00 - 18：00（日）　
休廊日：月、火、祝

7 月 1 日より 31 日まで、LOKO GALLERY では初となる岡田佑里奈 個展「RAW」を開催いたします。岡田は、2020 年 3 月に京都造
形芸術大学大学院芸術専攻ペインティング領域を修了。大学院在学中より、写真を素材とした作品を発表し「The Art of Color DIOR 
2019」入選（2019 年 フランス）、ART AWARD MARUNOUCHI 2018 後藤繁雄賞受賞（2018 年 東京 ）など精力的に活動しています。

岡田は、絵画と写真の融合を図っている作家として注目されています。支持体に定着させた半乾きのモデリングペーストに写真を転
写し、乾燥する過程で生まれる“クラック”を表現の中に取り込んでいます。偶発的に生まれた“クラック”は「もののあはれ」のような、
全てのものは永遠ではない、という無常観を視覚的に強く訴えかけます。

本展では、新たなモチーフを捉えた新作を発表いたします。都市をイメージして配置した蝋燭、船の上から撮影したカモメ、アトリ
エの近くにいる野良猫など、岡田が追いかける一瞬と永遠。その間に横たわる “朽ちる” という時間が織りなす作品群を是非ともご
高覧ください。

オープニング レセプション
7月1日（金）17:30 - 19:30

PRESS RELEASE

眼の前、強風に煽られた波が次々に走っていくのを見てい

る。それらは生命も感情も無い不条理なものなのに、生き

物のように振る舞っている。いや、生物の方が、自然の不

条理な力やモラルを模倣して振る舞っているに過ぎないの

だろう。とりわけ刹那を意識してしまった人間においては。

予言的な著書『写真の哲学のために』を書いたヴィレム・

フルッサーは、文字と数字に引き続き、写真こそが人類を

次に切り拓いた発明だと分析してみせた。彼はテクノロ

ジーを操る写真家こそが、この世界で唯一、自由に振る舞

えるホモ・ルーデンス（遊ぶ人）であるとして肯定した。

それは、宿命的な虚無や、人間が自然に対抗して作り上げ

てきた都市のディストピアのブラックホールに、落っこち

ないための軽業を身につけるということだ。

岡田佑里奈が写真機を手にしたとき、これが彼女をトラン

スフォームし、かつ「別のところ」へ導いてくれる装置で

あることが即座に分かったろう。それは写真がアートであ

るか無いか以前に、とても重要なことだ。つまり、鏡や夢

の中に入る技を知った人間のみがアーティストになる資格

がある。そして、同時に、引き返せないという宿命の焼印

も押されるということ。岡田佑里奈の作品の魅力は、写真

と絵画の融合であると語られることが多いが、それは片手

落ちだ。彼女が発明した「crack」は、単なる平面表現の

全てのものは朽る

生きている花や女性、船にいる私を追いかけるカモメ
人間が作り出した建物
蝋は溶け出し、新たな形となり硬化する

全てのモチーフを長期にわたって撮影し、
シャッターの数だけ、時間を蓄積させていく

ー岡田佑里奈

新基軸ではない。女性や都市、鳥、花などの表象を単なる

イメージではなく、裂け目という、消滅への宿命の印をマ

テリアルに刻み込むということである。「crack」は、その

二重性により、生と死を同時に固定する。

新作の『RAW』もまた、ビルのように立ち並ぶ蝋燭が溶解し、

燃え尽きる様を表象として選んでいる。すべてのものは、

熱死に向かい、繰り返す宇宙の波に洗われ消滅していくの

だ。 それは抗い難い宿命である。だから、岡田佑里奈の写

真は、暗黒宇宙の惑星のように孤立している。しかしだか

らと言って、寂しいわけではない。絶望的でもない。岡田

佑里奈の写真を見返すときに、それは鏡や夢の中から、「こ

ちら」を見ることを知った者のみが発することができる、

微笑みのようなものなのだな、と思うのである。

後藤繁雄　プロフィール

大阪府生まれ。編集者、クリエイティブディレクター、アートプロ

デューサー、京都芸術大学教授。「独特編集」をモットーに、 坂本龍一、

名和晃平をはじめとするアーティストらの写真集、アートブックを

数多く制作。近年の著書に『現代写真アート原論』（港千尋、深川雅

文との共著）、『アート戦略２ アートの秘密を説きあかす』など。 

すべてが消失してしまう前に　（岡田佑里奈写真展『RAW』のために）　後藤繁雄
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幸田千依　CV
1983 東京生まれ長崎市育ち
2007 多摩美術大学絵画学科油画専攻卒業

受賞歴
2017 VOCA展　2017 現代美術の展望ー新しい平面の作家たち　VOCA賞受賞

主な個展
2022「ひとつの窓と１１枚の絵」LOKO GALLERY ／東京
2018 「より道の灯」LOKO GALLERY ／東京
2017 「幸田千依展」コバヤシ画廊／東京
2013 「Focusing on everything / 絵のまえで会いましょう」BankART NYK ／神奈川
2008 「しゃらくせえ！ファンタジア」ギャラリー代々木／東京

主なグループ展
2020　市制施行７０周年記念事業「ところざわアートの潮流」所沢市民文化センター・ミューズ ザ・スクエア／埼玉
2020「場所の記憶　想起する力」アーツ前橋／群馬
2020「つなぎだョ！全員集合」つなぎ美術館／熊本
2020「TOKYO⭐VOCA」第一生命ロビー／東京
2017 「VOCA2017 現代美術の展望ー新しい平面の作家たち」上野の森美術館／東京
2015 混浴温泉世界 2015「わくわく混浴デパートメント」／大分
2015 「アートと都市を巡る横浜と台北」BankART NYK ／神奈川
2014 「磯部湯活用プロジェクト報告展」アーツ前橋／群馬
2013 「ハギエンナーレ２０１３」HAGISO／東京
2012 「Power of a Painting 一枚の絵の力」日和アートセンター／宮城
2011 「Power of a Painting 一枚の絵の力」3331arts chiyoda ／東京
2010 「眼差しと好奇心 vol.6」MIZUMA ACTION／東京
2009 混浴温泉世界 2009「わくわく混浴アパートメント」／大分
2009 「大開眼界」Soka art center ／台北

主な活動
2022「空と競馬場」公開制作 84 府中市美術館／東京
2021「River to  River 川のほとりのアートフェス」（アートプロジェクト）／群馬
2021「MIND TRAIL 奥大和　心のなかの美術館」（アートプロジェクト）／奈良
2017 「六本木アートナイト 2017」（アートプロジェクト）三河台公園／東京
2016 「アーティスト・イン・レジデンス　つなぎ２０１６」つなぎ美術館／熊本
2015 「ARKO2015」（アーティストインレジデンス）大原美術館／岡山
2014 「こうふのまちの芸術祭２０１４」（アートプロジェクト）／山梨
2014「非の無い処に煙を立てる。」（アートプロジェクト）拝借景／茨城
2013 アーツ前橋「磯部湯活用プロジェクト」（アートプロジェクト）／群馬
2013 「こうふのまちの芸術祭２０１３」（アートプロジェクト）／山梨
2013 「土湯アラフドアートアニュアル２０１３」（アートプロジェクト）／福島
2013 「石巻四次元横町」（アートプロジェクト）／宮城
2012 「歩く絵のパレード in 寿町」（アートイベント）／神奈川
2012 「歩く絵のパレード in 石巻」（アートイベント）／宮城
2012 BankART 妻有（アーティストインレジデンス）／新潟
2012 台北国際芸術村（アーティストインレジデンス）／台北
2011 「寿から絵を放つ」（アーティストインレジデンス）／神奈川
2011 「KASHIMA2010」（アーティストインレジデンス）／大分
2010 「KOTOBUKI CREATIVE ACTION 寿合宿（秋）」（アートプロジェクト）／神奈川
2010 「わくわく KYOTO」（アートプロジェクト）／京都
2009 「甑島で、つくる２００９」（アートプロジェクト）／鹿児島
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